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日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
の
文
選
学
の
基
礎
資
料
と
し
て
『
文
選
集
注
』
の
発
見
と
そ
の
影
印
版
公
刊
の
意
義
は
大
き
い
。
近
年
、
中

国
・
南
京
大
学
中
文
系
の
周
勛
初
教
授
の
監
修
に
よ
っ
て
、
上
海
古
籍
出
版
社
よ
り
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
一
一
年
の
両
度
に
わ
た
っ
て

出
版
さ
れ
た
『
唐
鈔
文
選
集
注
彙
存
』
全
三
冊
は
、
わ
れ
わ
れ
中
国
古
典
研
究
者
に
は
必
携
の
、
ま
こ
と
に
貴
重
な
参
考
図
書
と
な
っ

て
い
る
。
だ
が
日
本
の
学
界
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
、
周
教
授
の
こ
れ
ら
彙
刻
図
版
の
大
部
分
は
、
そ
の
六
十
数
年
前
に
日
本

の
京
都
帝
国
大
学
で
景
印
出
版
さ
れ
た
も
の
に
基
づ
い
て
お
り
、
周
教
授
が
訪
日
の
際
に
、
手
ず
か
ら
コ
ピ
ー
複
写
し
て
持
ち
帰
っ
た

も
の
が
原
版
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
今
日
い
さ
さ
か
残
念
で
あ
る
の
は
、
そ
の
原
版
た
る
京
大
本
が
、
も
は
や
日
本
の
古
書

店
で
も
入
手
困
難
な
稀
覯
本
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
ま
た
中
国
で
は
京
大
本
を
見
る
機
会
が
日
本
よ
り
も
更
に
少
な
い
た
め
に
、
往
々
に

し
て
上
海
古
籍
版
の
み
に
よ
っ
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
周
勛
初
先
生
を
深
く
尊
敬
し
、
か
つ
先
生
の
編
集

さ
れ
た
『
唐
鈔
文
選
集
注
彙
存
』
の
学
恩
に
心
よ
り
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、『
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
景

印
旧
鈔
本
』
の
全
貌
と
、
そ
の
出
版
の
経
緯
等
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
小
文
を
草
し
、
周
先
生
の
彙
刻
の
補
助
的
説
明
を
行
い
た
い
と
思

う
も
の
で
あ
る（

１
）。

　

さ
て
、『
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
景
印
旧
鈔
本
』
十
集
全
三
十
六
冊
に
は
、『
文
選
集
注
』
だ
け
で
な
く
、
日
本
に
残
る
他
の
貴
重
な
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旧
鈔
本
の
図
版
も
複
数
種
収
録
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
全
冊
の
収
録
書
目
を
列
挙
す
る
が
、
こ
の
数
十
年
間
に
所
蔵
者
が
移
っ
た

も
の
も
少
な
く
な
い
。
現
在
の
所
蔵
者（

２
）に

つ
い
て
は
「
→
」
記
号
を
付
し
て
情
報
を
補
充
し
、
ま
た
そ
の
後
、
文
化
庁
に
よ
る
「
国
宝
」

も
し
く
は
「
重
要
文
化
財
（
重
文
と
略
称
す
る
）」
の
指
定
を
受
け
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
そ
の
情
報
を
補
っ
て
お
く
。

【
第
一
集
】（
大
正
十
一
年
［
一
九
二
二
］
六
月
刊
行
）

＊
狩
野
直
喜
序
（
一
九
二
一
年
三
月
）、
付
録
羅
振
玉
書
簡
（
一
九
一
九
年
五
月
二
〇
日
）
…
…
本
稿
後
述
。

①
毛
詩
唐
風
残
巻
（
狩
野
直
喜
跋
）	

東
京
和
田
氏
蔵
→
現
在
は
東
洋
文
庫
蔵
（
国
宝
）

②
毛
詩
秦
風
正
義
残
巻
（
羅
振
玉
跋
）	

京
都
富
岡
氏
蔵
→
現
在
は
京
都
市
蔵
（
重
文
）

③
翰
苑
巻
第
三
十
（
内
藤
虎
跋
）	

筑
前
男
爵
西
高
辻
氏
蔵
→
現
在
は
福
岡
太
宰
府
天
満
宮
蔵
（
国
宝
）

④
王
勃
集
巻
第
二
十
九
第
三
十
（
内
藤
虎
跋
）	

京
都
富
岡
氏
蔵
→
現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
蔵
（
国
宝
）

【
第
二
集
】（
昭
和
十
年
［
一
九
三
五
］
五
月
刊
行
）

①
講
周
易
疏
論
家
記
残
巻
（
狩
野
直
喜
跋
）	

奈
良
興
福
寺
蔵
（
重
文
）

②
経
典
釈
文
残
巻
（
狩
野
直
喜
校
語
）	

奈
良
興
福
寺
蔵
（
重
文
）

③
漢
書
楊
雄
傳
残
巻
（
神
田
喜
一
郎
校
語
）	

西
宮
武
居
氏
蔵
→
現
在
は
兵
庫
上
野
淳
一
氏
蔵
（
国
宝
）

【
第
三
集
】（
昭
和
十
年
［
一
九
三
五
］
十
一
月
刊
行
）

①
文
選
集
注
巻
第
四
十
七
残
欠	

金
沢
文
庫
蔵
（
国
宝
）

②
文
選
集
注
巻
第
六
十
一
上
残
欠
・
同
巻
第
六
十
一
下
残
欠	

金
沢
文
庫
蔵
（
国
宝
）

③
文
選
集
注
巻
第
六
十
二
残
欠	

金
沢
文
庫
蔵
（
国
宝
）

④
文
選
集
注
巻
第
六
十
六	

金
沢
文
庫
蔵
（
国
宝
）
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⑤
文
選
集
注
巻
第
七
十
一	

金
沢
文
庫
蔵
（
国
宝
）

【
第
四
集
】（
昭
和
十
年
［
一
九
三
五
］
十
一
月
刊
行
）

①
文
選
集
注
巻
第
七
十
三
上
残
欠
・
同
巻
第
七
十
三
下	

金
沢
文
庫
蔵
（
国
宝
）

②
文
選
集
注
巻
第
七
十
九
残
欠	

金
沢
文
庫
蔵
（
国
宝
）

③
文
選
集
注
巻
第
八
十
五
上
残
欠
・
同
巻
第
八
十
五
下	

金
沢
文
庫
蔵
（
国
宝
）

【
第
五
集
】（
昭
和
十
一
年
［
一
九
三
六
］
三
月
刊
行
）

①
文
選
集
注
巻
第
五
十
六	

渡
邊
昭
氏
蔵
（
重
文
）

②
文
選
集
注
巻
第
九
十
一
上
残
欠	

金
沢
文
庫
蔵
（
国
宝
）

③
文
選
集
注
巻
第
九
十
一
下
残
欠	

金
沢
文
庫
蔵
（
国
宝
）

④
文
選
集
注
巻
第
九
十
四
上
残
欠　

首
二
葉	

元
山
元
造
氏
蔵　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
葉
以
下	

金
沢
文
庫
蔵
（
国
宝
）

【
第
六
集
】（
昭
和
十
一
年
［
一
九
三
六
］
三
月
刊
行
）

①
文
選
集
注
巻
第
九
十
四
中	

金
沢
文
庫
蔵
（
国
宝
）

②
文
選
集
注
巻
第
九
十
四
下	

金
沢
文
庫
蔵
（
国
宝
）

③
文
選
集
注
巻
第
一
百
二
上
残
欠
・
同
巻
第
一
百
二
下	

金
沢
文
庫
蔵
（
国
宝
）

④
文
選
集
注
巻
第
一
百
十
三
上	

東
洋
文
庫
蔵
（
国
宝
）

⑤
文
選
集
注
巻
第
一
百
十
三
下	

東
洋
文
庫
蔵
（
国
宝
）

【
第
七
集
】（
昭
和
十
一
年
［
一
九
三
六
］
八
月
刊
行
）

①
文
選
集
注
巻
第
八	

九
条
道
秀
氏
蔵　　
　

02縦-静永　健.indd   19 2015/01/07   15:05:01



文
学
研
究　

第
百
十
二
輯

20

②
文
選
集
注
巻
第
九	

九
条
道
秀
氏
蔵　　
　

③
文
選
集
注
巻
第
五
十
九
上
残
欠	

東
洋
文
庫
蔵
（
国
宝
）

④
文
選
集
注
巻
第
五
十
九
下	

東
洋
文
庫
蔵
（
国
宝
）

【
第
八
集
】（
昭
和
十
一
年
［
一
九
三
六
］
八
月
刊
行
）

①
文
選
集
注
巻
第
六
十
三	

小
川
睦
之
輔
氏
蔵
→
現
在
は
京
都
小
川
雅
人
氏
蔵
（
重
文
）

②
文
選
集
注
巻
第
八
十
八
残
欠　

　
　
　

自
第
一
葉
至
第
二
葉	

金
沢
文
庫
蔵
（
国
宝
）

　
　
　

自
第
三
葉
至
第
五
十
葉	

小
川
睦
之
輔
氏
蔵
→
現
在
は
京
都
小
川
雅
人
氏
蔵
（
重
文
）

　
　
　

自
第
五
十
一
葉
至
第
六
十
六
葉	

東
洋
文
庫
蔵
（
国
宝
）

　
　
　

第
六
十
七
葉	

小
川
睦
之
輔
氏
蔵
→
現
在
は
京
都
小
川
雅
人
氏
蔵
（
重
文
）

③
文
選
集
注
巻
第
一
百
十
六
残
欠　

　
　
　

自
第
一
葉
至
第
二
十
五
葉	

保
坂
潤
治
氏
蔵
→
現
在
は
天
理
図
書
館
蔵
（
重
文
）

　
　
　

自
第
二
十
六
葉
至
第
四
十
九
葉	

金
沢
文
庫
蔵
（
国
宝
）

　
　
　

自
第
五
十
葉
至
第
五
十
一
葉	

徳
富
猪
一
郎
氏
蔵
→
現
在
は
石
川
武
美
記
念
図
書
館　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
御
茶
之
水
図
書
館
）
成
簣
堂
文
庫
蔵

【
第
九
集
】（
昭
和
十
七
年
［
一
九
四
二
］
六
月
刊
行
）

①
文
選
集
注
巻
第
四
十
三　

残
一
葉	

元
山
元
造
氏
蔵　　
　

　

文
選
集
注
巻
第
四
十
八
上　

首
残
欠	
上
野
精
一
氏
蔵
→
現
在
は
兵
庫
上
野
淳
一
氏
蔵
（
重
文
）

　

文
選
集
注
巻
第
四
十
八
下　

残
一
葉	

佐
々
木
信
綱
氏
蔵　　
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首
残
欠	

東
洋
文
庫
蔵
（
国
宝
）

②
文
選
集
注
巻
第
六
十
一　

残
二
葉	

里
見
忠
三
郎
氏
蔵　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残
二
葉	

某
氏
蔵
→
現
在
は
天
理
図
書
館
蔵
（
重
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残
二
葉	

土
方
民
植
氏
蔵　　
　

　

文
選
集
注
巻
第
六
十
八	

東
洋
文
庫
蔵
（
国
宝
）

③
文
選
集
注
巻
第
九
十
三	

小
川
睦
之
輔
氏
蔵
→
現
在
は
京
都
小
川
雅
人
氏
蔵
（
重
文
）

　

文
選
集
注
巻
第
一
百
十
六　

残
一
葉	

	

某
氏
蔵
→
現
在
は
天
理
図
書
館
蔵
（
重
文
）

【
第
十
集
】（
昭
和
十
七
年
［
一
九
四
二
］
六
月
発
行
）

①
尚
書
残
巻　

自
禹
貢
至
仲
虺
之
誥
（
首
尾
残
欠
）
／
自
酒
誥
至
召
誥
／

　
　
　
　
　
　

自
君
奭
至
立
政
（
首
残
欠
）
／
自
文
侯
之
命
至
秦
誓	

九
条
道
秀
氏
蔵　　
　

②
毛
詩
二
南
残
巻　

自
関
雎
至
摽
有
梅	

大
阪
大
念
佛
寺
蔵
（
国
宝
）

　

各
集
の
発
行
年
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
影
印
叢
書
の
刊
行
は
、
第
一
集
を
刊
行
し
た
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
と
、
第
二
集

か
ら
第
八
集
ま
で
を
刊
行
し
た
昭
和
十
～
十
一
年
（
一
九
三
五
～
六
）、
そ
し
て
最
後
の
第
九
集
・
第
十
集
を
刊
行
し
た
昭
和
十
七
年

（
一
九
四
二
）
の
三
期
に
分
か
れ
る
。
最
初
は
、
羅
振
玉
が
天
津
に
帰
国
す
る
際
（
一
九
一
九
年
）、
京
都
で
の
寓
居
（
永
慕
園
）（

３
）を

売

却
し
、
そ
れ
を
京
都
大
学
に
醵
金
し
て
こ
の
旧
鈔
本
景
印
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
図
版
に
は
、
現
在
で
は
日
本
の
国
宝
お
よ
び
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
東
京
、
京
都
、
そ
し
て
福
岡
の
三
地
域
の
旧
鈔
本
が
選
ば
れ
、
し
か
も
当
時
の
最
高
技
術
で
あ
る
コ
ロ
タ
イ

プ
印
刷
（
英
＝collotype	printing

／
中
＝
珂
羅
版
印
刷
ま
た
は
玻
璃
版
印
刷
）
に
よ
っ
て
全
丁
の
大
き
く
て
鮮
明
な
写
真
が
印
刷

さ
れ
、
ま
た
狩
野
直
喜
、
羅
振
玉
、
内
藤
湖
南
の
三
氏
に
よ
る
懇
切
な
跋
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
周
到
で
丁
寧
な
作
業
で
あ
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る
。
こ
れ
は
次
の
第
二
集
に
も
踏
襲
さ
れ
た
。
な
お
、
叢
書
刊
行
当
時
は
個
人
蔵
で
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
和
田
維
四
郎
（
一
八
五
六

～
一
九
二
〇
）
蔵
の
毛
詩
唐
風
残
巻
は
現
在
は
東
京
の
東
洋
文
庫
の
所
蔵
に
帰
し
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
京
都
の
富
岡
鉄
斎

（
一
八
三
七
～
一
九
二
四
）
蔵
の
も
の
は
京
都
市
お
よ
び
東
京
国
立
博
物
館
等
そ
れ
ぞ
れ
公
的
機
関
の
所
蔵
に
移
っ
て
い
る
。
第
二
集

第
三
冊
の
漢
書
楊
雄
傳
残
巻
は
昭
和
初
期
の
実
業
家
武
居
綾
蔵
（
一
八
七
一
～
一
九
三
二
）
の
も
と
か
ら
、
現
在
は
歴
代
朝
日
新
聞
社

社
主
を
つ
と
め
る
上
野
家
が
所
蔵
し
て
い
る
。

　

こ
の
景
印
叢
書
の
発
端
に
つ
い
て
は
、
こ
の
第
一
集
の
巻
頭
に
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
三
月
に
記
さ
れ
た
狩
野
直
喜
の
序
文
に
明

ら
か
で
あ
る
。
他
書
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
文
章
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
掲
げ
る
。
原
文
は
漢
文
。
こ
こ
で
は
標
点
符
号
を
加

え
て
示
す
。

明
治
辛
亥
、
清
廷
板
蕩
、
干
戈
搶
攘
。
我
友
羅
君
叔
言
、
携
眷
東
渡
、
築
室
京
都
東
山
下
。
閑
居
無
事
、
乃
得
大
展
力
於
學
、
其

所
述
作
、
足
以
傳
後
世
。
君
又
憾
往
年
黎
蒓
斎
刻
古
逸
叢
書
、
概
收
宋
元
舊
槧
、
而
不
及
唐
鈔
本
、
挂
漏
猶
多
、
借
得
古
刹
・
世

家
之
藏
、
景
印
尚
書
・
史
記
・
文
選
數
種
、
其
嘉
惠
學
者
、
功
不
在
蒓
斎
下
也
。
大
正
已
未
、
君
將
回
國
、
悲
其
業
中
廢
、
託
炳

卿
博
士
曁
余
、
鬻
其
田
宅
、
擧
所
獲
捐
於
京
都
大
學
、
充
印
書
資
。
大
學
因
有
景
印
古
書
之
擧
、
此
其
第
一
集
也
。
茲
記
縁
起
、

且
坿
載
君
書
於
後
、
以
見
其
高
義
亮
節
、
卓
越
時
俗
、
而
稽
古
樂
善
之
志
、
窮
而
不
少
衰
、
尤
可
敬
重
云
。
大
正
辛
酉
三
月
、
京

都
帝
國
大
學
教
授
狩
野
直
喜
記
。

明
治
辛
亥
（
一
九
一
一
＝
明
治
四
四
年
）、
清
廷
板
蕩
し
、
干
戈
搶
攘
せ
り
。
我
が
友
羅ら

君
叔し
ゅ
く
げ
ん言

（
羅
振
玉
、
叔
言
は
字
）、
眷
を

携た
づ
さへ

て
東
渡
し
、
室
を
京
都
東
山
の
下
に
築
く
。
閑
居
し
て
事
無
く
、
乃
ち
大
い
に
力
を
学
に
展の

ぶ
る
を
得
、
其
の
述
作
せ
る
所

は
、
以
て
後
世
に
伝
ふ
る
に
足た

れ
り
。
君　

又
往
年
の
黎れ
い
じ
ゅ
ん
さ
い

蒓
斎
（
黎
庶
昌
、
蒓
斎
は
字
）
が
『
古
逸
叢
書
』
を
刻
せ
る
に
、
概お
ほ
む

ね

宋
元
の
旧
槧
を
収
め
て
、
唐
鈔
本
に
及
ば
ず
、
挂
漏
猶
ほ
多
き
を
憾う

ら

み
、
古
刹
・
世
家
の
蔵
せ
る
を
借
り
得
て
、『
尚
書
』・『
史
記
』・
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『
文
選
』
の
数
種
を
景
印
し
、
其
れ
恵
み
を
学
ぶ
者
に
嘉
せ
ば
、
功
は
蒓
斎
の
下
に
在
ら
ざ
る
な
り
。
大
正
已
未
（
一
九
一
九
＝

大
正
八
年
）、
君　

将
に
国
に
回か

へ

ら
ん
と
す
る
に
、
其
の
業
の
中な
か

ば
に
廃
す
る
を
悲
し
み
、
炳
卿
博
士
（
内
藤
湖
南
）
曁お
よ

び
余
に

託
し
て
、
其
の
田
宅
を
鬻ひ

さ

ぎ
、
獲
る
所
を
擧こ
ぞ

り
て
京
都
大
学
に
捐
し
、
印
書
の
資
に
充
て
ん
と
す
。
大
学　

因
り
て
古
書
を
景
印

す
る
の
挙
有
り
、
此
れ
其
の
第
一
集
な
り
。
茲こ

こ

に
縁
起
を
記
し
、
且
つ
君
が
書て
が
みを
後
に
坿
載
し
、
以
て
其
の
高
義
亮
節
の
、
時
俗

に
卓
越
せ
る
を
見し

め

し
、
而
し
て
稽
古
楽
善
の
志
の
、
窮
ま
り
て
少
し
も
衰
へ
ざ
る
や
、
尤
も
敬
重
す
べ
し
と
云
ふ
の
み
。
大
正
辛

酉
（
一
九
二
一
＝
大
正
十
年
）
三
月
、
京
都
帝
国
大
学
教
授　

狩
野
直
喜
記
す
。

　

ま
た
こ
の
狩
野
序
に
続
け
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
一
九
年
五
月
、
天
津
の
羅
振
玉
よ
り
狩
野
直
喜
、
内
藤
湖
南
両
博
士
に

寄
せ
ら
れ
た
書
簡
文
で
あ
る
。
こ
れ
も
今
日
で
は
貴
重
な
資
料
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
原
文
に
標
点
符
号
を
加
え
て
示
す
。

湖
南
・
子
温
先
生
有
道
。
連
得
拜
教
、
快
何
可
言
。
惟
離
索
之
感
、
在
眉
睫
間
、
爲
可
憾
耳
。
茲
有
請
者
、
弟
去
國
以
來
、
萬
念

灰
冷
、
惟
傳
古
之
志
、
尚
未
盡
衰
、
頻
年
略
刊
古
籍
、
力
不
逮
意
、
十
才
一
二
而
已
。
平
昔
嘗
歎
敝
國
黎
蒓
齋
先
生
在
貴
國
刻
『
古

逸
叢
書
』、
但
收
宋
元
槧
、
而
不
及
唐
鈔
、
至
爲
可
憾
、
竊
不
自
量
、
欲
身
任
之
。
而
匆
匆
歸
國
、
此
願
莫
償
。
念
有
寓
居
可
售
、

以
充
印
書
之
資
、
欲
鬻
宅
得
欵
捐
入
貴
國
文
科
大
學
。
即
以
此
資
、
煩
諸
先
生
印
唐
鈔
古
籍
、
而
戒
行
有
期
。
鬻
宅
一
事
、
非
旦

夕
可
就
、
擬
即
將
此
宅
、
奉
煩
兩
先
生
、
代
覓
受
主
、
所
得
之
價
、
悉
數
捐
入
貴
大
學
、
充
印
書
之
用
。
書
成
、
除
頒
送
各
國
圖

書
館
外
、
售
價
所
入
、
以
爲
持
續
之
用
。
區
區
之
志
、
惟
諸
君
贊
成
之
、
宅
契
令
小
兒
面
呈
、
弟
行
後
、
並
乞
賜
接
收
、
無
任
感

荷
。
弟
此
次
返
國
、
令
兒
輩
設
書
肆
于
津
沽
。
若
粗
可
自
給
、
擬
修
繕
京
師
顧
亭
林
・
呉
中
徐
俟
齋
兩
先
生
祠
。
敝
國
近
年
以
來
、

邪
説
横
行
、
道
德
文
章
、
掃
地
盡
矣
。
今
不
爲
廉
頑
立
懦
計
、
恐
人
道
馴
致
于
禽
獸
。
故
思
表
章
一
二
先
哲
、
以
示
模
楷
、
惟
志

大
力
微
、
彌
可
愧
歎
、
然
精
衞
之
志
、
不
能
自
已
也
。
淶
易
之
間
、
可
以
卜
居
、
乃
先
帝
園
寢
之
所
在
、
且
密
邇
關
洛
、
暇
日
可
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爲
考
古
之
游
。
而
二
三
同
志
在
京
師
者
、
時
得
過
從
、
異
日
即
埋
骨
於
此
。
地
僻
俗
淳
、
日
用
至
簡
。
即
亭
林
先
生
之
關
中
也
、

曾
游
君
子
之
國
、
或
尚
不
爲
諸
君
子
辱
乎
。
意
之
所
存
、
口
不
能
宣
、
特
借
楮
墨
、
布
其
區
區
。
此
請
道
安
、
惟
照
不
宣
。
弟
羅

振
玉
再
拜
。
五
月
二
十
日
。

湖
南
・
子
温
先
生
有
道（

４
）。
連し
き

り
に
教
え
を
拝
す
る
を
得
、
快と

く
何
を
か
言
ふ
べ
き
。
惟た

だ
離
索
の
感
、
眉
睫
の
間
に
在
り
て
、
憾う
ら

む
べ
し
と
為
す
べ
き
の
み
。
茲こ
こ

に
請
ふ
者
有
り
て
、
弟わ
れ　

国
を
去
り
て
以こ
の
か
た来

、
万
念　

灰
の
ご
と
く
冷さ

む
る
も
、
惟
だ
古
い
に
し
へを

伝
へ

ん
と
す
る
の
志
、
尚
ほ
未
だ
尽
く
は
衰
へ
ず
、
頻
年　

略い
さ
さか
古
籍
を
刊
す
る
も
、
力　

意
に
逮お
よ

ば
ず
、
十
才
に
一
二
の
み
。

平
昔　

嘗
て
敝わ

が
く
に国

の
黎
蒓
斎
先
生　

貴
国
に
在
り
て
『
古
逸
叢
書
』
を
刻
せ
る
に
、
但
だ
宋
元
の
槧
の
み
を
収
め
、
而
る
に
唐
鈔

に
及
ば
ざ
る
を
歎
き
、
至
つ
て
憾
む
べ
し
と
為
し
、
窃ひ

そ

か
に
自
ら
量
ら
ず
、
身
に
之
を
任
さ
ん
と
欲
す
。
而
る
に
匆
匆
に
帰
国
し
、

此
の
願
ひ
償つ

ぐ
なふ
莫
し
。
念
へ
ば
寓
居
の
售う

る
べ
き
有
り
、
印
書
の
資
に
充
て
ん
と
以お
も

ひ
、
宅
を
鬻ひ
さ

ぎ
て
欵か
ね

を
得
た
る
を
貴
国
の
文

科
大
学
に
捐
入
せ
ん
と
欲
す
。
即
ち
此
の
資
を
以
て
、
諸
先
生
を
煩わ

づ
らは

せ
て
唐
鈔
の
古
籍
を
印
せ
ば
、
戒
行
も
期
す
る
有
ら
ん
。

鬻
宅
の
一
事
、
旦
夕
に
就な

る
べ
き
に
非
ざ
る
も
、
即
ち
此
の
宅
を
将も
つ

て
、
奉
う
や
う
やし

く
両
先
生
を
煩
は
せ
、
代
り
て
受
主
を
覓も
と

め
し
め
、

得
し
所
の
価
は
、
悉す

べ数
て
貴
大
学
に
捐
入
し
、
印
書
の
用
に
充
て
ん
こ
と
を
擬
す
。
書
成
れ
ば
、
各
国
の
図
書
館
に
頒
送
す
る
を

除
い
て
の
外
は
、
售
価
の
入
る
所
、
以
て
持
続
の
用
と
為
さ
ん
。
区
区
の
志
、
惟
だ
諸
君
之
れ
に
賛
成
せ
ば
、
宅
契
を
ば
小
児
を

し
て
面
呈
せ
し
め
、
弟わ

が
行さ

り
て
後
、
並
び
に
接
収
し
賜
ふ
を
乞
ひ
、
感よ
ろ
こ
び荷
に
任た

ふ
る
無
か
ら
ん
。
弟　

此こ
た
び次　

国
に
返
る
に
、

児
輩
を
し
て
書
肆
を
津
沽
（
＝
天
津
）
に
設
け
し
め
ん
。
若も

し
粗ほ

ぼ
自
給
す
べ
く
ん
ば
、
京
師
の
顧
亭
林
（
顧
炎
武
）・
呉
中
の

徐
俟
斎
（
徐
枋
）
両
先
生
の
祠
を
修
繕
せ
ん
こ
と
を
擬
す
。
敝わ

が
国
近
年
以
来
、
邪
説
横
行
し
、
道
徳
文
章
、
地
を
掃
ひ
て
尽
き

た
り
矣
。
今　

廉
頑
立
懦
の
計
を
為
さ
ざ
れ
ば
、
恐
ら
く
は
人
道
は
禽
獣
に
馴
致
さ
れ
ん
。
故
に
一
二
の
先
哲
を
表
章
し
て
、
以

て
模
楷
を
示
さ
ん
こ
と
を
思
ふ
、
惟
だ
志
大
に
し
て
力
微よ

わ

く
、
弥い
よ
いよ
愧
歎
す
べ
き
も
、
然
れ
ど
も
精
衛
の
志
、
自
ら
已や

む
能
は
ざ

る
な
り
。
淶
易
の
間
に
、
以
て
居
を
卜
す
べ
く
ん
ば
、
乃
ち
先
帝
園
寝
の
在
る
所
に
し
て
、
且
つ
関
洛
に
密ち

か邇
く
、
暇
日
に
は
考
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古
の
游
を
為
す
べ
し
。
而
も
二
三
の
同
志
の
京
師
に
在
る
者
、
時
に
過よ
ぎ

り
従
ふ
を
得
、
異
日　

即
ち
骨
を
此
に
埋
め
ん
。

地
僻
に
し
て
俗
淳
く
、
日ひ

び
用
て
至
簡
な
り
。
即
ち
亭
林
先
生
の
関
中
に
あ
る
や
、
曾
て
君
子
の
国
に
游
び
、
或
は
尚
ほ
諸
君
子

の
辱は

づ
かし

む
る
と
こ
ろ
と
為
ら
ざ
ら
ん
か
。
意
の
存
す
る
所
、
口
に
宣
ぶ
る
能
は
ず
、
特
だ
楮
墨
を
借
り
て
、
其
の
区
区
な
る
を
布

か
ん
。
此
に
道
安
を
請
ひ
、
惟
だ
不
宣
を
照
ら
さ
ん
。
弟
羅
振
玉
再
拝
。
五
月
二
十
日
。

　

羅
振
玉
の
勤
直
誠
実
な
心
情
が
伝
わ
っ
て
く
る
書
簡
文
で
あ
る
。
今
日
の
文
選
研
究
に
お
い
て
も
、
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
文

章
で
あ
ろ
う
。

		

と
こ
ろ
で
、『
文
選
集
注
』
の
図
版
を
収
録
す
る
第
三
集
以
降
こ
の
叢
書
の
編
集
方
針
に
は
若
干
の
変
更
が
あ
り
、
各
巻
末
の
跋
文

お
よ
び
校
語
が
省
か
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
『
文
選
集
注
』
に
つ
い
て
は
全
て
の
図
版
が
完
結
し
た
段
階
で
、
然
る
べ
き
解
説
文
を
用
意

す
る
予
定
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
第
九
集
が
刊
行
さ
れ
た
一
九
四
二
年
、
時
代
は
已
に
暗
黒
の
状
態
に
突
入
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
問
題
を
一
切
顧
慮
で
き
ぬ
ほ
ど
の
困
難
な
情
況
に
陥
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
十
集
の
『
尚
書
残
巻
』
と
『
毛
詩
二
南
残

巻
』
に
も
有
識
者
の
跋
文
や
解
説
文
は
一
切
見
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
景
印
叢
書
第
三
集
に
は
別
刷
で
「
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
旧
鈔
本
叢
書
編
纂
員
」
と
の
署
名
が
あ
る
一
枚
の
解
説
が
冊
子

内
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
筆
者
名
は
不
詳
。
だ
が
『
文
選
集
注
』
に
関
す
る
当
時
の
基
本
的
な
見
解
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
も

貴
重
な
文
章
だ
と
言
え
る
。
原
文
は
日
本
語
、
標
点
も
原
著
に
則
る
。

（
５
）

文
選
集
注
、
撰
人
の
姓
名
を
詳
か
に
せ
ず
。
隋
志
新
舊
唐
志
皆
載
せ
ず
、
日
本
國
見
在
書
目
ま
た
著
錄
せ
ず
。
疑
ふ
ら
く
は
我
邦

先
賢
の
修
述
す
る
所
か
。
総
べ
て
百
二
十
卷
、
李
善
注
本
の
一
卷
を
析
つ
て
二
卷
と
爲
し
、
更
に
其
一
卷
を
上
下
若
し
く
は
上
中

下
に
析
つ
も
の
あ
り
。
此
書
引
く
所
、
李
善
及
び
五
臣
の
注
の
外
に
於
い
て
、
陸
善
經
注
文
選
音
決
及
び
文
選
鈔
あ
り
、
皆
今
日
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亡
佚
し
て
傳
は
ら
ざ
る
も
の
、
最
も
珍
重
す
る
に
足
る
。
且
そ
の
李
善
五
臣
の
二
注
ま
た
今
本
と
異
同
あ
り
、
以
て
校
勘
に
資
す

べ
き
も
の
尠
か
ら
ず
。
然
る
に
此
書
人
間
に
流
布
せ
ず
、
僅
か
に
平
安
朝
の
鈔
本
一
部
、
永
く
金
澤
稱
名
寺
に
藏
有
せ
ら
れ
し
が
、

中
間
散
失
終
に
完
整
し
難
く
、
現
に
金
澤
文
庫
に
殘
存
す
る
も
の
十
二
卷
（
分
卷
を
計
上
す
れ
ば
十
九
卷
）
此
を
外
に
し
て
所
在

の
分
明
せ
る
も
の
十
數
卷
あ
る
に
過
ぎ
ず
。
今
金
澤
文
庫
並
に
二
三
収
藏
家
の
好
意
に
よ
り
、
相
繼
い
で
遺
篇
全
部
を
借
印
出
版

す
る
こ
と
を
得
ば
、
是
れ
獨
り
選
學
を
治
む
る
者
の
幸
の
み
に
非
ざ
る
な
り
。
昭
和
十
年
十
一
月
、
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
舊
鈔

本
叢
書
編
纂
員
。

　

周
知
の
通
り
、
こ
の
叢
書
に
お
い
て
『
文
選
集
注
』
の
現
存
す
る
全
て
の
影
印
を
収
集
す
る
こ
と
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

第
一
集
以
来
こ
の
景
印
叢
書
の
写
真
撮
影
を
行
っ
た
人
物
は
、
そ
の
刊
記
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
明
治
の
写
真
家
小
林
忠
治
郎

（
一
八
六
九
～
一
九
五
一
、
又
名
忠
次
郎
）
で
あ
る（

６
）。

彼
の
写
真
技
術
は
、
実
兄
で
あ
り
同
じ
く
明
治
の
写
真
家
で
も
あ
っ
た
小
川
一

真
（
一
八
六
〇
～
一
九
二
九
）
が
単
身
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
習
得
し
た
乾
板
製
法
と
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
に
よ
る
も
の（

７
）で

あ
り
、
現
在
に

お
い
て
も
日
本
に
お
い
て
は
消
失
し
た
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
複
製
や
、
高
松
塚
古
墳
彩
色
壁
画
、
ま
た
正
倉
院
御
物
な
ど
最
高
級
の
文

化
財
や
芸
術
品
の
図
版
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
大
変
残
念
な
こ
と
に
は
現
在
の
上
海
古
籍
版
（
二
〇
〇
〇
年
版
、
二
〇
一
一
年

版
と
も
）
で
は
、
簡
素
な
コ
ピ
ー
版
を
底
本
に
使
用
し
た
た
め
に
、
大
部
分
の
図
版
の
文
字
が
不
鮮
明
で
、
中
に
は
軽
微
な
不
注
意
に

よ
る
文
字
の
脱
落
も
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
上
海
古
籍
二
〇
〇
〇
年
版
で
は
第
一
冊
第
三
〇
頁
の
右
端
第
一
行
鼇
頭
に
は
、
京
大

本
で
見
え
る
「
音
之
力
反
」（

字
の
音
注
）
が
ほ
と
ん
ど
見
え
ず
、
同
二
〇
一
一
年
版
の
第
一
冊
第
三
二
頁
に
な
る
と
全
く
消
さ
れ

て
い
る
。
上
海
古
籍
二
〇
〇
〇
年
版
第
一
冊
第
七
一
六
頁
の
右
第
一
行
の
末
尾
、
同
二
〇
一
一
年
版
で
は
第
一
冊
第
七
二
八
頁
の
右
第

一
行
末
尾
で
は
、
京
大
本
で
は
確
か
に
存
在
し
た
「
政
」
字
が
欠
落
し
て
い
る
（
本
来
は
「
賈
謐
執
政丶

」
と
な
る
）。
さ
ら
に
上
海
古

籍
二
〇
〇
〇
年
版
第
三
冊
第
二
七
七
頁
（
二
〇
一
一
年
版
も
同
頁
）
右
上
冒
頭
の
「
為
」
字
が
過
っ
て
右
半
分
が
切
除
さ
れ
て
い
る
の
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で
あ
る
。

　

上
海
古
籍
出
版
社
『
唐
鈔
文
選
集
注
彙
存
』
は
、
間
違
い
な
く
今
後
も
選
学
者
必
携
の
書
物
で
有
り
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
再

び
お
そ
ら
く
十
年
後
に
は
ま
た
再
版
の
機
会
が
巡
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
提
言
す
る
。
第
三
版
再
印
時
に
は
、

現
蔵
品
か
あ
る
い
は
京
都
大
学
本
の
図
版
を
デ
ジ
タ
ル
撮
影
し
直
し
、
鮮
明
な
彙
刻
を
完
成
さ
せ
て
欲
し
い
。
こ
れ
は
日
本
は
も
ち
ろ

ん
、
各
国
の
選
学
研
究
者
の
更
な
る
連
携
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
信
じ
る
も
の
で
あ
る
。

		

最
後
に
上
海
古
籍
出
版
社
版
の
頁
数
に
基
づ
い
て
、
そ
の
一
覧
表
を
掲
げ
て
お
く
。
な
お
増
補
頁
の
関
係
で
、
第
一
冊
の
み

二
〇
〇
〇
年
版
と
二
〇
一
一
年
版
の
頁
数
と
を
二
段
に
分
け
て
示
す
。

【
上
海
古
籍
出
版
社
『
唐
鈔
文
選
集
注
彙
存
』
第
一
冊
対
照
表
】

文
選
集
注

の
巻
数

胡
本
李
善

注
の
巻
数
図
版
の
出
処

上
海
古
籍
二
〇
〇
〇

年
版
の
頁
数

上
海
古
籍
二
〇
一
一

年
版
の
頁
数

備
考

（
所
注
作
品
名
な
ど
）

巻
七

巻
四

横
山
弘

佐
藤
道
生（

８
）

　
　

欠

　
　

欠

一
・
一

一
・
二

張
衡
南
都
賦

　
　

同

巻
八

巻
四

京
大
本
第
七
集
①

一
・
一　

～
八
〇

一
・
三　

～
八
二

左
思
蜀
都
賦

巻
九

巻
五

京
大
本
第
七
集
②

一
・
八
一
～
二
一
七

一
・
八
三
～
二
一
九

左
思
呉
都
賦

巻
四
三

巻
二
二

京
大
本
第
九
集
①

一
・
二
一
九
～
二
二
〇

一
・
二
二
一
～
二
二
二

招
隠

巻
四
七

巻
二
四

京
大
本
第
三
集（
９
）①

一
・
二
二
一
～
二
三
六

一
・
二
二
三
～
二
三
八

贈
答
二
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巻
四
八

巻
二
四

京
大
本
第
九
集
①

天
津
市
藝
術
博
物
館）

（（
（

京
大
本
第
九
集
①

京
大
本
第
九
集
①

一
・
二
三
七
～
二
六
九

一
・
二
七
〇
～
二
九
二

一
・
二
九
二
～
二
九
三

一
・
二
九
四
～
三
六
一

一
・
二
二
九
～
二
七
一

一
・
二
七
二
～
二
九
四

一
・
二
九
四
～
二
九
五

一
・
二
九
六
～
三
六
三

贈
答
二

第
四
行
注
「
帝
京
」
～

巻
五
六

巻
二
八

京
大
本
第
五
集
①

一
・
三
六
三
～
四
六
二

一
・
三
六
五
～
四
六
四

鮑
照
楽
府
八
首
～

巻
五
九

巻
三
〇

京
大
本
第
七
集
③

京
大
本
第
七
集
④

一
・
四
六
三
～
五
四
〇

一
・
五
四
一
～
六
一
六

一
・
四
六
五
～
五
四
二

一
・
五
四
三
～
六
一
八

雑
詩
下

巻
六
一

巻
三
一

京
大
本
第
三
集
②

佐
藤
道
生

京
大
本
第
三
集
②

東
京
蓮
念
寺

京
大
本
第
三
集
②

京
大
本
第
三
集
②

京
大
本
第
九
集
）
（（
（

②

成
簣
堂
文
庫）

（（
（

京
大
本
第
九
集
②

京
大
本
第
三
集
②

一
・
六
一
七
～
六
二
八

　
　

欠
一
・
六
二
九
～
六
三
〇

　
　

欠
一
・
六
七
五
～
六
八
〇

一
・
六
八
一
～
六
八
九

一
・
六
八
九
～
六
九
六

一
・
六
九
六
～
七
〇
〇

一
・
七
〇
〇
～
七
〇
三

一
・
七
〇
三
～
七
一
三

一
・
六
一
九
～
六
三
〇

一
・
六
三
一
～
六
四
〇

一
・
六
四
一
～
六
八
六

一
・
六
八
六
～
六
八
七

一
・
六
八
八
～
六
九
三

一
・
六
九
四
～
七
〇
二

一
・
七
〇
二
～
七
〇
九

一
・
七
〇
九
～
七
一
三

一
・
七
一
三
～
七
一
六

一
・
七
一
六
～
七
二
六

雑
擬
下

劉
鑠
擬
古
二
首

王
僧
達
～

江
淹
雑
体
詩
李
陵
「
万
里
」
～

江
淹
雑
体
詩
曹
丕
「
高
文
」
～

江
淹
雑
体
詩
王
粲
～

第
六
行
注
「
天
地
之
恵
」
～

江
淹
雑
体
詩
潘
岳
「
俯
仰
」
～

第
三
行
注
「
阻
且
」
～

第
三
行
注
「
也
上
」
～

巻
六
二

巻
三
一

京
大
本
第
三
集
③

一
・
七
一
五
～
七
八
三

一
・
七
二
七
～
七
九
五

江
淹
雑
体
詩
劉
琨
～

巻
六
三

巻
三
二

京
大
本
第
八
集
①

一
・
七
八
五
～
八
六
六

一
・
七
九
七
～
八
七
八

離
騒
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【
上
海
古
籍
出
版
社
『
唐
鈔
文
選
集
注
彙
存
』
第
二
・
第
三
冊
対
照
表
】

文
選
集
注

の
巻
数

胡
本
李
善

注
の
巻
数
図
版
の
出
処

上
海
古
籍
版
の
頁
数

（
二
〇
〇
〇
年
版
と
二
〇
一
一
年
版
と
は
同
頁
）
備
考

（
所
注
作
品
名
な
ど
）

巻
六
六

巻
三
三

京
大
本
第
三
集
④

二
・
一　

～
七
九

招
魂　
招
隠
士

巻
六
八

巻
三
四

京
大
本
第
九
集
②

二
・
八
一
～
一
八
四

曹
植
七
啓

巻
七
一

巻
三
六

京
大
本
第
三
集
⑤

二
・
一
八
五
～
二
五
八

令　
教　
策
秀
才
文

巻
七
三

巻
三
七

京
大
本
第
四
集
①

中
国
国
家
図
書
館

京
大
本
第
四
集
①

二
・
二
五
九
～
二
八
九

二
・
二
八
九
～
二
九
二

二
・
二
九
二
～
三
五
五

表第
五
行
注
「
良
曰
」
～

第
四
行
注
「
李
善
曰
」
～

巻
七
九

巻
四
〇

京
大
本
第
四
集
②

二
・
三
五
七
～
四
六
七

弾
事　
牋

巻
八
五

巻
四
三

京
大
本
第
四
集
③

京
大
本
第
四
集
③

二
・
四
六
九
～
五
〇
六

二
・
五
〇
六
～
五
八
五

書第
二
行
注
「
克
殷
」
～

巻
八
八

巻
四
四

京
大
本
第
八
集
②

二
・
五
八
七
～
七
一
八

檄

巻
九
一

巻
四
六

京
大
本
第
五
集
②

京
大
本
第
五
集
③

二
・
七
一
九
～
七
八
三

二
・
七
八
四
～
八
六
一

序
下

巻
九
三

巻
四
七

京
大
本
第
九
集
③

三
・
一　

～　

一
九
四

頌

巻
九
四

巻
四
七

京
大
本
第
五
集
④

京
大
本
第
六
集
①

京
大
本
第
六
集
②

三
・
一
九
五
～
二
七
三

三
・
二
七
四
～
三
二
〇

三
・
三
二
一
～
三
九
〇

賛
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巻
九
八

巻
四
九

台
湾
中
央
図
書
館

三
・
三
九
一
～
五
七
三

史
論
上

巻
一
〇
二
巻
五
一

京
大
本
第
六
集
③

京
大
本
第
六
集
③

三
・
五
七
五
～
六
一
〇

三
・
六
一
一
～
六
五
六

王
褒
四
子
講
徳
論

巻
一
一
三
巻
五
七

京
大
本
第
七
集
④

京
大
本
第
七
集
⑤

三
・
六
五
七
～
七
一
五

三
・
七
一
六
～
七
七
八

誄
下

巻
一
一
六
巻
五
八

京
大
本
第
八
集
③

京
大
本
第
九
集
）
（（
（

③

京
大
本
第
八
集
③

三
・
七
七
九
～
八
七
五

三
・
八
七
六
～
八
七
七

三
・
八
七
八
～
八
八
〇

碑
上

注

（
1
）
本
稿
は
二
〇
一
四
年
八
月
中
国
鄭
州
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
十
一
届
中
国
文
選
学
会
に
参
加
す
る
た
め
に
起
草
し
た
も
の
で
あ
る
。
学

会
当
日
は
本
稿
の
内
容
に
基
づ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
中
国
語
訳
さ
れ
た
原
稿
を
用
意
し
（
広
島
大
学
の
陳

准
教
授
の
翻
訳
に
よ
る
）、
静

永
が
そ
の
概
要
を
口
述
し
た
。
こ
の
学
会
の
開
催
の
概
況
等
に
つ
い
て
は
、
静
永
の
別
稿
「『
文
選
』
に
帰
ろ
う
―
中
国
文
選
学
会
第
十
一

届
年
会
参
加
報
告
記
―
」（
東
方
書
店
『
東
方
』
第
四
〇
七
号
、
二
〇
一
五
年
一
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）
現
在
の
所
蔵
者
お
よ
び
国
宝
・
重
文
指
定
の
有
無
に
つ
い
て
は
文
化
庁
監
修
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全
７
書
跡
上
巻
』（
毎
日
新
聞
社
、

一
九
九
八
年
）
に
拠
る
。
従
っ
て
、
国
宝
・
重
文
指
定
を
受
け
て
い
な
い
個
人
蔵
の
旧
鈔
本
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
所
蔵
者
名
に
変
更
が

あ
る
可
能
性
が
高
い
。
情
報
を
お
持
ち
の
方
の
補
正
を
請
う
も
の
で
あ
る
。

（
3
）
錢
鴎
「
京
都
に
お
け
る
羅
振
玉
と
王
国
維
の
寓
居
」（
京
都
大
学
中
国
文
学
会
『
中
国
文
学
報
』
第
四
七
冊
、
一
九
九
三
年
）
を
参
照
。

（
4
）
こ
の
羅
振
玉
の
書
簡
の
大
意
を
訳
す
れ
ば
以
下
の
通
り
と
な
る
（
本
文
に
訓
読
文
を
掲
示
し
た
が
却
っ
て
難
解
に
な
っ
た
こ
と
を
許
さ

れ
た
い
）。「
湖
南
内
藤
虎
次
郎
先
生
、
子
温
狩
野
直
喜
先
生
：　
日
本
滞
在
中
さ
ま
ざ
ま
に
お
教
え
を
い
た
だ
き
、
お
礼
の
言
葉
も
見
つ
か
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り
ま
せ
ん
。
た
だ
今
は
帰
国
前
の
慌
た
だ
し
い
中
に
、
一
言
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
で
中
国
を
去
り
、
日
本

に
亡
命
す
る
こ
と
と
な
っ
て
か
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
気
力
も
萎
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
古
人
の
言
葉
を
残
し
伝
え
よ
う
と
い
う
気
持
ち
だ
け

は
尽
き
果
て
て
は
お
ら
ず
、
及
ば
ず
な
が
ら
幾
つ
か
の
古
籍
の
出
版
を
手
が
け
ま
し
た
。
か
つ
て
駐
日
公
使
に
あ
っ
た
黎
庶
昌
先
生
が
日

本
に
残
る
貴
重
な
漢
籍
を
収
集
覆
刻
し
て
『
古
逸
叢
書
』
を
刊
行
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
は
宋
元
時
代
の
印
刷
本
を
主
と
し
、
唐
時
代
の

旧
鈔
本
に
ま
で
は
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
を
私
は
残
念
に
思
い
、
こ
の
旧
鈔
本
の
影
印
出
版
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
だ
が
、

今
は
か
ら
ず
も
帰
国
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
念
願
が
果
た
せ
な
い
の
で
す
が
、
ふ
と
思
い
立
っ
て
、
私
の
京
都
の
寓
居
を
売
却
し
、
そ

れ
で
得
た
お
金
を
大
学
に
寄
付
し
、
両
先
生
の
お
手
を
煩
わ
せ
て
、
こ
の
旧
鈔
本
の
影
印
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
住
居

の
売
却
は
面
倒
な
作
業
で
す
が
、
そ
の
代
金
は
全
額
を
貴
大
学
に
差
し
上
げ
、
出
版
の
費
用
に
充
て
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。
書
籍

完
成
の
あ
か
つ
き
に
は
、
各
国
の
図
書
館
に
こ
の
書
籍
を
寄
付
し
、
残
り
は
販
売
し
、
そ
こ
で
得
た
売
上
金
は
、
再
び
以
後
の
続
刊
の
出

版
費
に
充
て
て
欲
し
い
。
こ
の
こ
と
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
、
我
が
子
に
住
宅
の
契
約
書
を
届
け
さ
せ
ま
す
。
今
回
の
帰
国
の
後
、

私
は
天
津
で
書
店
を
開
業
す
る
つ
も
り
で
す
。
そ
う
し
て
、
何
と
か
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ら
、
北
京
の
報
国
寺
に
あ
る
顧
亭

林
先
生
の
祠
と
、蘇
州
に
あ
る
徐
俟
斎
先
生
の
祠
を
修
繕
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
近
年
の
我
が
国
は
、デ
タ
ラ
メ
な
考
え
方
が
横
行
し
、

い
に
し
え
の
立
派
な
道
徳
が
す
っ
か
り
駄
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
こ
こ
で
心
を
奮
い
立
た
さ
な
け
れ
ば
、
人
道
は
お
そ
ら
く
禽
獣
以
下

に
劣
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
清
帝
の
陵
墓
に
近
い
こ
こ
天
津
に
居
を
構
え
ま
し
た
の
で
、
い
つ
の
日
か
、
洛
陽
や
長
安
な
ど
古
蹟

を
遊
歴
す
る
時
も
参
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
北
京
在
住
の
二
三
の
同
志
と
も
交
流
で
き
ま
す
の
で
、
こ
こ
は
我
が
骨
を
埋
め
る
に
ま
こ
と
に

相
応
し
い
土
地
で
す
。
か
つ
て
顧
亭
林
先
生
が
清
朝
の
招
き
を
避
け
、
在
野
の
賢
人
と
し
て
陝
西
省
の
華
陰
県
に
隠
棲
し
た
例
に
私
も
な

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
思
い
の
た
け
の
全
て
を
申
し
述
べ
た
い
と
思
い
な
が
ら
、
う
ま
く
書
け
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
こ
の
手
紙
に
一

寸
し
た
た
め
た
次
第
で
す
。
お
元
気
で
。
再
拝
。
一
九
一
九
年
五
月
二
十
日
。」

（
5
）
こ
の
文
章
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
研
究
者
の
便
宜
の
た
め
に
、
陳

氏
に
よ
る
華
訳
を
こ
こ
に
掲
げ
る
。「
文
選
集
注
，
撰
人
姓
名
不
詳
，

亦
未
見
載
於
隋
志
及
新
舊
唐
志
，
日
本
國
見
在
書
目
亦
未
有
敘
錄
，
疑
爲
吾
邦
先
賢
修
述
所
爲
。
總
百
二
十
卷
，
李
善
注
本
析
一
卷
爲
二
，

此
則
又
析
一
爲
上
下
或
上
中
下
者
。
是
書
所
引
處
，
李
善
注
及
五
臣
注
之
外
，
尚
有
陸
善
經
注
、
文
選
音
決
及
文
選
鈔
，
皆
今
日
所
已
亡

逸
之
書
，
彌
足
珍
貴
。
且
李
善
、
五
臣
二
注
之
中
與
今
本
又
有
不
同
，
資
以
校
勘
之
處
亦
不
爲
尠
。
然
此
書
久
不
傳
於
人
間
，
僅
平
安
朝

鈔
本
一
部
，
久
爲
金
澤
稱
名
寺
所
藏
。
中
間
又
有
流
失
，
無
復
完
卷
。
現
藏
金
澤
文
庫
中
者
有
十
二
軸
（
如
以
卷
計
則
爲
十
九
卷
），
此
外

所
在
分
明
者
亦
不
過
十
數
卷
而
已
。
今
承
金
澤
文
庫
及
諸
藏
家
好
意
，
得
以
相
繼
借
出
遺
篇
，
茲
以
附
印
，
又
獨
非
治
選
學
者
之
萬
幸
哉
。
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昭
和
十
年
十
一
月
，
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
舊
鈔
本
叢
書
編
纂
員
」

（
6
）
小
林
忠
治
郎
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
進
「
董
康
日
記
に
見
る
小
林
忠
治
郎
」（
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
紀
要
『
二
松
』
第
二
三
集
、

二
〇
〇
九
年
）、
お
よ
び
同
氏
「
珂
羅
版
之
路
的
開
拓
者
小
林
忠
治
郎
―
以
与
羅
振
玉
、
董
康
、
傅
増
湘
的
交
流
為
中
心
」（
王
勇
編
『
書

籍
之
路
与
文
化
交
流
』、
上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

（
7
）
日
本
写
真
家
協
会
編
『
日
本
写
真
史1840-1945

』（
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
）、
飯
沢
耕
太
郎
『
日
本
写
真
史
概
説
』（
岩
波
書
店
、

一
九
九
九
年
）、
松
田
哲
夫
『
印
刷
に
恋
し
て
』（
品
文
社
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
8
）
こ
の
「
南
都
賦
」
断
簡
（
横
山
弘
先
生
所
蔵
・
佐
藤
道
生
先
生
所
蔵
の
二
品
）
の
彩
色
図
版
と
そ
の
釈
文
は
、『
六
朝
学
術
学
会
報
』
第

六
集
（
二
〇
〇
五
年
三
月
）
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
9
）
こ
の
集
注
第
四
十
七
巻
以
降
の
現
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
所
蔵
の
十
九
巻
に
つ
い
て
は
、
同
館
の
二
〇
〇
九
年
の
特
別
展
図
録
『
国
宝

文
選
集
注
と
唐
物
玩
味
』
を
参
照
。

（
10
）
こ
の
天
津
市
藝
術
博
物
館
蔵
本
に
つ
い
て
は
『
天
津
市
藝
術
博
物
館
蔵
敦
煌
文
献
７
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
に
も
図
版

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
部
分
の
翻
字
と
校
勘
に
つ
い
て
は
、
富
永
一
登
・
衣
川
賢
次
「
新
出
『
文
選
』
集
注
本
残
巻
校
記
」（『
中

国
中
世
文
学
研
究
』
第
三
十
六
号
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。

（
11
）
こ
の
京
大
本
第
九
集
②
の
う
ち
、戦
前
は
某
氏
所
蔵
で
あ
っ
て
、現
在
は
天
理
図
書
館
に
所
有
が
移
っ
た
部
分
（
す
な
わ
ち
上
海
古
籍
『
彙

存
』
二
〇
一
一
年
版
の
第
一
冊
七
〇
六
頁
～
七
〇
九
頁
）
に
つ
い
て
は
、『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
・
漢
籍
之
部
第
二
巻
・
文
選	

趙
志
集	

白
氏
文
集
』（
八
木
書
店
、
一
九
八
〇
年
刊
）
に
も
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
こ
の
石
川
武
美
記
念
図
書
館
（
も
と
お
茶
の
水
図
書
館
）
成
簣
堂
文
庫
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
前
注
（
10
）
に
同
じ
く
富
永
一
登
・
衣
川

賢
次
「
新
出
『
文
選
』
集
注
本
残
巻
校
記
」（『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
三
十
六
号
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。

（
13
）
こ
の
京
大
本
第
八
集
③
と
あ
る
、
戦
前
は
保
坂
潤
治
氏
所
蔵
で
あ
っ
て
現
在
は
天
理
図
書
館
に
所
有
が
移
っ
た
部
分
（
す
な
わ
ち
上
海

古
籍
『
彙
存
』
第
三
冊
の
七
七
九
頁
～
八
二
八
頁
）、
お
よ
び
京
大
翻
第
九
集
③
と
あ
る
、
戦
前
は
某
氏
蔵
で
あ
っ
て
現
在
は
同
じ
く
天
理

図
書
館
に
所
有
が
移
っ
た
部
分
（
す
な
わ
ち
上
海
古
籍
『
彙
存
』
第
三
冊
の
八
七
六
～
八
七
七
頁
）
に
つ
い
て
は
、
前
注
（
11
）
に
同
じ

く
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
・
漢
籍
之
部
第
二
巻
・
文
選	

趙
志
集	
白
氏
文
集
』（
八
木
書
店
、
一
九
八
〇
年
刊
）
に
も
図
版
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
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